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協力隊Diary  ～地域おこし協力隊活動紹介～
図書館からのお知らせ

図書館だより町立図書館　　　　 ☎ 41-1900　FAX 44-5661
金ケ崎町西根西地蔵野 5　開館時間：10：00 ～ 19：00

※開館日・時間変更の場合あり

子育て支援課からのお知らせ

子育て広場子育て支援課　　 　　 ☎ 44-4611　FAX 47-3413
金ケ崎町西根鑓水 53　     　 

information
■こどもおはなし会
　テーマ「よぞらをみあげよう！」
　▶開催日　９月 26 日㈯
　▶時間　午前 10 時 30 分～
　▶場所　おはなしコーナー
■一般企画展
　「今日からのばそう健康寿命
　　～いつまでも元気でいるために～」
　▶期間　８月 29 日㈯～ 11 月 26 日㈭まで
　▶場所　展示コーナー
■児童企画展
　「知ってた？からだのふしぎ」
　▶期間　８月 29 日㈯～ 11 月 26 日㈭まで
　▶場所　児童列車コーナー
■９月移動図書館車「まなびぃ号」
　16 日㈬新田小沢商店前▶阿部農園前▶百岡公民館
　17 日㈭一の台▶瘤木公民館▶東町公民館
■９月の休館日　毎週月曜日、22日㈫、23日㈬
　　　　　　　　24日㈭、30日㈬

魅力発掘発信担当

佐々木　楓倫隊員
☎ 42-2111（内線 2322）
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　こんにちは！かりんです。
　8 月 1 日・２日にいわて銀座プラザ（東京・岩手アンテナショッ
プ）にて anecco. デーというものが行われました。anecco. デーとは、
毎回それぞれの市町村をピックアップし、その市町村ならではの商品
等を販売・PR することで岩手県の各市町村のことを知ってもらうきっ
かけを作っていただくという目的で実施しているものです。
　今回のテーマに『金ケ崎町』をピックアップしていただきました！
　私自身も会場に行き、金ケ崎町の PR をしてきました。それに合わ
せて、７月の１か月間町内の事業者さんの取材等を行っていました。
なかなか知らなかったこと、そんな裏話があったの？！などを知れて
面白かったです。
　当日、会場では、商品の PR はもちろんのこと、金ケ崎町にはこん
なに面白い人や輝いている人がいっぱいいることを来場者の皆さんに
紹介してきました（笑）インスタグラムに取材の様子・内容を投稿し
ているので、ぜひみてみてください！インスタグラムを見れない方は、
次号の不定期発行フリーペーパー Kakera―かけらーでも記事にしよ
うと思っていますので、お待ちください！
　８月 30 日には有楽町にていつもの移住フェア「いわて DAY」に
参加してきます！

金ケ崎中学校職場体験

「わたしの推し本！」

　タイトルからすごくひきつけられました。悩みをかか
えていたヒロが、周りの友達や教師、親などに支えられ、
杉森くんを失ったことの苦しみを埋めていくところに安
心感を感じました。一回だけでなく、何度も読むことで、
心の変化に気づかされます。

佐藤　愛
あい

里
り

さん (2 年生）

「杉森くんを
　　　　殺すには」　　

著者：長谷川　まりる　　
出版社：㈱くもん出版

問　生活環境課（☎ 42-2111）

『環境にやさしい行動』のススメ vol.50

ペットと地域環境の関係
私たちの身近には、犬や猫をはじめとする多くのペットが暮らしています。
家族の一員として大切にされる一方で、飼い方によっては地域の環境や生態系に影響を及ぼすことが
あります。「最後まで責任をもって飼うこと」「自然に放さないこと」この２つを守るだけで、地域環
境や生態系を守ることにつながります。

◆ 伴侶動物（犬・猫など）

　犬や猫など、人と生活を共にす
る動物は『伴侶動物』とも呼ばれ、
私たちに寄り添い、毎日の暮らし
を豊かにしてくれる存在です。人
の暮らしに近い存在であるからこ
そ、飼い主には適正に飼う責任が
生じます。散歩中のフンの処理、
吠え声・においへの配慮は、地域
の生活環境や景観を守るために欠
かせません。

◆ 特定外来生物

　ペットとして飼われていた生き物が外
に放され、在来の生き物を脅かす事例が問
題になり、令和５年の法改正により、アカ
ミミガメとアメリカザリガニは『条件付特
定外来生物』に指定されました。ペットと
して飼い続けること自体に問題はありま
せんが、「飼いきれなくなったから自然に
返す」と川や池などへ放すことは法律で禁
止されています。外来生物を正しく扱うこ
とは、生態系を守るために欠かせません。

◆ 野生動物

　「かわいそうだから」とノラ猫へエサを与
えることが、地域の生活環境に影響を及ぼす
場合があります。エサが原因で周辺に動物が
集まることで、ゴミ荒らしや鳴き声、糞尿被
害につながるほか、クマ・イノシシ・タヌキ
などが寄り付く原因にもなります。また、野
生動物の中には、病気を持っているものがい
るほか、人が手を出すことで群れから追い出
され野生での生活に支障が出るものもありま
す。むやみに関わらないことが地域環境と生
態系の保存に繋がります。
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